
2022年 3月 3日

認定審査結果報告書

一般社団法人 日本技術者教育認定機構

審査プログラム

教育機関名 : 宮崎大学 工学部
認定プログラム名 : 電気システムエ学科

認定分野 : 電気・電子及び関連の工学分野

(2)審 査結果

認定審査結果 :認定を可とする。

審査結果の内容 :別添の 「審査結果」に記載。

認定期間 :2021年 4月 1日 ～2027年 3月 31日 の 6年間

(3)次 回審査の内容 。手続き

次回審査年度 :2027年度

審査の種類 :認定継続審査

自己点検書の審査と実地審査による 「通常審査」を実施

審査項 目 :認定基準に基づく全ての点検項 目

」ABEEは 国際的な動きも含めた技術者教育の進展や、教育プログラム側からの

ご意見を参考に、審査の質向上に継続 して取 り組んでお ります。また、教育プ

ログラムには、「技術者教育認定に関わる基本的枠組 第 3章 認定の基本的立

場 3.1(2)」 に掲げる “優れた教育方法の導入を促進 し、技術者教育を継続的

に発展させる"を 旨に、教育点検および改善に継続 して取 り組まれますようお
願い してお ります。次回の認定継続審査においては、今回の審査で 「SJと 判
定された項 目を含め全ての基準項 目につきまして、これ らの観点をふまえて審

査を行いますので、ご理解のほどお願いいたします。

次回審査については、審査を受ける年度に有効な認定基準、認定基準の解説、

認定・審査の手順 と方法、自己点検書作成の手引き等に従つてお取 り進めくだ

さい。



(4)認 定プログラム修了生の管理について

別添の 「」ABEE認 定プログラム修了生の名簿管理 と修了証明書類の発行につい

てJに 従つて、厳正な管理をお願い します。

(5)依頼事項
。認定期間中に、学部 。学科・プログラム名の変更が発生 した時は、毎年

」ABEEか らご提出を依頼する 「年次報告Jに より JABEE事務局にお届けくだ
さい。詳 しくは下記をご参照願います。

https://jabee.Org/accreditation/basis/documents

・別添の 「審査結果」は、JABEEの各審査過程を経た最終報告ですので、貴方

で必要があれば内容の公表は可能ですが、先に実地審査後にお渡 ししたプロ

グラム点検書 (実地審査後)記載の判定内容については審査の中間段階のも
のであり、今後も公表 しないようにお願いします。

・審査を担当した審査団の個人名、および 」ABEEか ら提供 した審査団構成員の

個人情報については、今後も秘密厳守願います。

・」ABEE認 定審査に関わるご連絡を Eメ ールにてお送 りすることがございます
ので、」ABEE対応責任者およびプログラム責任者の変更が生 じた際は、速や

か に 」ABEE事 務 局 (E mail accreditatiOn@jabee.Org)ま で ご 連 絡 く だ さ
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卜＼一　朴К雪仰　中震・嵌Ｐ　掴伸螂理製髄

野悴埋螺

（⊃姜）

「彼誰にココ
ＯＱ

‘）つく口涸せ耕調′）Ｃ製和）朧選終匈月
，
■）城拘歴

ぐ終器杯ミ瓢）せヽ―てくＩＫＣ應朴せ皿∞駅〓″ｓ鶏

）く拘最回せＪ朴測颯椰終罫稲員瓢製Ｃ佃´耕Ｋ））０

Ｃ肴）２貧）■、邸Ｒ翌・鰭最）⊃駆せ趾皿刑雨位郡・帥朴

′ｓ葛せ抑部騨榊悠製城拘ヨ蝦せ（く）ｍ゛駅〓購ヽＲ・

【龍選Ｃ榊悠Ю塙せヨ螺Ｃ抑や群榊悠】

。つ爆終ぐ

勲Ｃζ測月Ｑ卜最回）⊃鞍せＪ朴絶ⅨЩ椰Ｏミ肛́≪Ｃ

菓凱ミ瓢Ｃ覺皿側雨紅椰・削朴製Ｄ縦朧）せ縦ぐ應朴・

。製０く築罫稲Ｃ匈月Ｑ卜縦榊）せ網ψ薫朴掏́匈同

や卜最眠）⊃女せＪ朴せ０拘′⊃肛ぐ）せヽ―てくＩＫ

Ｃ應朴⊃怪せ掏黛駅ミ瓢Ｃ攣Ш拙雨位椰・融朴掟０伸

掏耕く′せ世郵枢眠拒Ｃ匈撫】瓶くべヽ口体′せ０拘・

。製和）舶選

築測劇●■）Ｄ籠舶）Ｄ駆せ料Ｋ篠期朴′）豚羅ＣＯく

選製）計Ｋヽ気ヽ独′壼）経旧期朴′⊃ＡＤ。製０優終

ぐ蚤Ｃ句■姜‘）く拘刑朧せｇせ嗽篠糾く）縮ＩＣ含）

２翁）軍、邸Ｒ翌・縫最′築掟和）譴選煙測劇Ю３）だ拘

肛ぐ終覺皿刑雨紅椰・融朴）́計ヽ―てくＩＫＣ凛朴・

「よ語にココ

（野椰製和ｐ朧習後“製ｅ‘織輔）

累騨

。製Ｄ朧選）計『く蝶響肛螺練匡ＣЦ購２８』【Υ７ニ　ヤ『
く爆製肛Ｃ

“檬匝』【ΥＴ二掏匈周Ю■）⊃便撫掏計断愈つ卜幽理Ｃ期卜ヽと運暉Ｃく

ヽヽ口体）匈劇いに掏郭悠ぱ艇Ｃ測期卜いくいヽユ体）⊃卿掏“練匡′製椰・

。製Ｄ朧選）計『訳―駅書侭Ｊ卜Ｓ楓購

Ｒ民』寓ム占】′終匈ＪЮ■）⊃撻饂せ（駅書侭終相）馴鵬Ｃ
ｄ朴ヤ桜陣Ｃぐ

週′煙き榊燦輝ｐＣ捜終くヽベロ祇′せ０拘。製Ｄ朧選）緒旧
期朴匈経旧Щ郷

掏匈同Ｑ‘）く拘最眠θせ劇朴ヤЩ椰′ハ絶選）計『Ｋ肛Ｃき榊ヒ輝¨
ヽ１て

く―長Ｃ樵朴』【ＴＴニヤ『「）‘０２牽撫と緊」Ｃ薦朴Ｃ貧ヽこ）２ヽ狡Ｋ

くヽ■キ』【ＴＴＬＣ贈真駅こく′゙匈月ヾ■）く拘０冬匿≪ＣＳ椰こ懸・

。製⊃朧選）計『雖皿刑雨位椰・駆朴Ｃ皿選く心
ヽユ体¨ヽ

―てくＩＫＣ鳶朴』【ΥＴこ　″掏匈劇
，
■）黙拘歴“築駆皿側面位轟・騨

朴′せ０拘′測劇Ю‘）０姜匈雖Ｃζ牽撫と軽製Ｄ
樹個′ｓ妥）黙ｏＯ般）

０伸掏練ζＣ含）２６）ギ、邸沢翌・籠最壼́堅匝拙雨紅郷・駆朴Ｃくいヽ日ヽ・

ヤ「琉ＩＣ軌銀沖喘必陛Ｍヽはれ速い榊聡「卦い刊いよ怖郷哨唯‘昨二≧囀〕

罫稲製０選掏菓則）‘Ｒせヽｍヽ１ヽヽＨヽ長篠叫郷獅製購朴通せ期朴製“・

。硬Ｄ朧選）冊『尽Ｋ雲Ｃ迷皿側面位癒・印朴』【ＴＴ８
二　′『祗皿

刑雨位お。印朴Ｃ皿薫くヽヽ口体¨ヽ―てくＩＫ凛朴』【ΥＴ二　′『駆Ш刑

雨位郷・印朴Ｃ側悪く卜ヽ日祇』【ΨＴニカ測周●■）⊃肛≪２くく朴城゛

０投）Ｄ匈「攣皿位椰Ｃ薫朴」′壼継皿側雨位縣・印＝ｐｅ捜築くいヽ日ヽ・

景
撃

∽
∽

∽

皿野郷簑

歴

ぐ却債認ｅ雖皿爛扁位轟・帥訃Ｆ冊Ⅷ

。測劇ヾ‘）城Ｄｅ投

）Ｄ慢や掏計断念つく拘製題終図起Ｃ

期卜趨ЪⅨ′愚駅′累巡Ｃくいヽ日祇

′＝Ｃ便饂せ馴鵬Ｃ期朴ヤ桜鵬Ｃぐ週

ヾ卜女せ撫ヒ輝壼́き榊こ輝Ｃ月。測

月Ю‘）Ｄ最眠せＪ朴３Ⅸ叫轟Ю食駆

せくヽヽ日体′⊃肛ぐ掏さ撫起輝製Ｄ

樹個つ卜匈い“⊃怪位′壼く卜ヽ日ヽ
【長

眠・匿≪測恨認Ｃき撫起輝製⊃樹皿】

。測月Ю■）縫拘煙や後郎椰ｐＣ捜せ

糾調展軍）Ｄ駆せゼ、邸Ｒ翌・網最゛城

周′０くぐ́佃掏Ｏｐ製Ｄ翠せ嗽）０

価掏響く掏含）‘貧）暮、邸Ｒ翌・鰭最Ｃ

朧卜′ｓ総）０姜測（てＯＤ）駆Ｃζ

貧〓糾爛捜腔）塁撫起輝製⊃樹皿′煙継

皿刑雨紅お・帥朴Ｃ周。測月●■）０

最眠里期朴ЪⅨЩ椰Ю£睡せヽ小ヽユ

祇′０く′Ｄ肛≪′Ｃ捜掏祗皿刑雨紅

¨」『『¨¨『ｍ¨』椰瘍¨¨』¨¨一
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ヽＮ　訃Ｋ雪卸　中Ｐ・瞑肥　掴伸繁翠製Ｎ

（―撻計８８）叫嘲債麗紅縣神蹂輝終回
椰椰埋理

（Ｄ苺）

「よ語にココ

（Ｄ姜）

「彼孟にココ

（Ｄ姜）

［愈稀に回］

（野椰製和ｐ朧響後“綱ｅぐ冊糊）

製騨

。製Ｄ朧選掏判月Ю３）£拘Ｋ匿せ改

ζ朴せ́´測測『尽Ｃ雨肛世一ヽ―てく―く稀朴Ｈ』【ＴＴ二　′『尽Ｃ雨肛

世』官よ占】ヤ『図城堰Ｃ皿薦Ъ緊くヽＬキヽＲ』【？ＴＬ　′通Ｋくべヽ・

。製Ｄ朧選掏匈劇Ю■）城ｒＣ捜）計『尽Ｃヽ
く

いヽ』【８ム占】ヤ『く卜くヽ様郷Кくヽヽ』【８ム当】連純終鼎調運椛ЪⅨ

″迅Ｒ導駐′覺皿側雨′檬く位椰・駆朴′懺夜Ｃ匈興皿刑雨
紅轟・駆絣Ｃ測句

皿蒸′せЪ゛姜′料調Ъ黙運ＲＣ暉鮭樫怪側つトロ２継皿側雨
紅轟・脚朴噸・

。製⊃鯉選

随％月綽３）城拘歴≪終―ヽ（Ｋ・くい、キヽＲ′せら―てくＩＫＣ疑＝Ｈ。

。製⊃腔響）経旧Ｊ絣測緒旧Щ椰′勲

匈周Ю■）城£に）Ｄ鞍せЩＯ期趨隈′篠ぐ黒いい卜翠掏融朴姜選せ相和佃勲

匈月Ю卜さＬ。経葺、せｇ螺誕勲楓怪刑）́測月
，
卜琲理）Ｏｔ勲経旧築軍理・

。製Ｄ絶選掏匈

劇
ざ竃膵繁鐵道緯縣ゞ舅罐弐

。製Ｄ舶選掏測月
，
■）城£ｔｓヽせ『―「日旧回ＣヽミＲ帥朴Ю

和）朧響掏赳怪刑Ｃ攣皿刑雨撫お。駆朴』【ＴＮ８こ　′『く卜Ｋヽい岬・ト

ミヘ駆朴』【Ψ『二　′『尽Ｃヱーヽヽヽ米駆』【？Ｔ〓ヤ『尽Ｋヽさ
卜ヽ経

旧ＣＯく出製』【下Ｔ二　′壼）■０里軽を、Ｃ赳掻側姜選運誕Ｃぶ皿
期趨曝・

富よ占】ヤ『尽晰椰縦ぐ却群２薫朴』騨臨型ヽ声卍Ⅷ」幅雲踵剋脚鵬岨十

い―キヽＲ′Ｄ沢駅勲位椰）■０瀾せＫ
くいヽ製く拘Ｋ肛′セくヽヽ日ヽＫ・

。製Ｄ朧理や匈劇

い櫂慾囃編錮榔趣鰤螺冊隊紳い胸蝿細い］川̈咽躙割亜∝蜘織鋏端噸蒻鵡」い

掏駆釈晏榊騒）‘総せ総理位椰′）■鶏せ『運朧Ｃ癒理紅郷』【Ｔ∞〓
二　・

。製Ｄ朧選掏匈劇ヾ‘）く拘築ぐ要ｓ麟Ｃ

「旭
鵡脚は制熙硼締」〕い蜘螂噸絲蝋隕榊』脚螂螺酬螂》贔螂野」ぼぐ』Ｖ

・
】

。製Ｄ舶選枷測劇つく終ぐ粟週つ卜製駅せ弊

圧
熱剛晰計却『榊了靱曖謳蜘鎌朧脚帖駆趾珊Ⅷ珊脚＾「ハ多い藤螺鉤謳剛聰

・
』

。製Ｄ絶選ｓ“せ計『憮愈聞くい楓♯ＲＲ』【〓よ占】′『
―ヽ

」】いい稚撫膨訓罫熱楔脩‰馴馳邸出崎孵遭□颯藉⑮輔［肋ぼ一袢藤凩紅絶熱
暴
肇
∽

∽
∽

∽

皿雷郷簑
謎＝紅轟Ｎ冊瑚

一
硼鱚堀鯉僻陣緩週蜘納『̈」¨無剛黎

Ｋ肛せ期朴ЪⅨЩ椰Ю£駆せくへヽ日

本ｓ“２計（Ｋくヽヽ）榊回誌撫堅０́

捜掏糾́鶴運駐ЪⅨ′迅Ｒ尊駐攣́

匝刑雨′檬ζ紅椰・帥朴′懺鞍Ｃ匈継

皿刑雨位椰・帥朴Ｃ測句皿凛′せЪ゛

姜′糾爛Ъヽ迅ＲＣ運朧赳怪刑つトロ

せ駆皿刑雨位椰。印朴噸″）‘妥せ（く

いＨ十ヽＲ）瓢騰紅轟〉で爛せ（―ヽヽ

鶉・くヽ、キヽＲ）本ＲＣ沢駅。さ蟻誕

勝位郷Ю■）城拘歴ぐ′通くヽヽ日体

【鳴肛測蔽認Ｃ皿薫″脚勝位

椰〉↑鴎せ―ヽヽＫ・くヽ１キヽＲ】

。測劇●‘）Ｄ沢駅

掏ぐ熙ｓ麟卜翠掏融朴姜Ｅせ相′瀬佃

掏匈月つ卜さⅨ・経イ、せＥ運誕掏Ц怪

燭Ｃへ皿つ卜夜せ駆皿刑雨位椰・帥書

）Ｄ萩せ期ヽ隈′壼くいヽ日祇´ヽ製

総せ和興Ｃくヽ１キ（へ。匈劇ヾ■）

ハ和興やくヽ、キヽＲ′Ｄ沢Ⅸ掏位椰

）３↑調せ計Ｋく心ヽ′壼くヽヽ日ヽ

【判撃Ｃ駒朴姜選

せ相測報ＲＣ紅椰〉や鶴せКくヽヽ】

。ｐＣ捜）料鶴展駆）

つ懺せ鵬Ｎ掏暉椰盤掘Юトロせ羅せ郎

枢位轟ЪⅨ日Щ郷′総や。匈月Ю■）

ＤＫ匿゛羅量ＣやせЩ椰や卜迷駆煙く

卜ヽ日祇′）ペミ。匈周瀬佃掏ぐ興起

Ю図や「恒ｇ楓）「製Ｄ暉駐掏懇起ヾ

トロせ撫郷ＣЩ椰′後Ⅸ′ぐ興週つト

報駅せ喪圧掏位終〉↑Ⅷせくヽ、キヽ

Ｒ）０図掏黙刑Ｃ肛皿薫′壼せ羅せ邸

枢位椰Ｃ月。測劇●■）⊃撃翻掏羅せ

邸枢位椰０黙日Щ椰ＣＣ製ヾ卜製駅せ

罫涸枷位椰〉↑鶴せく心、キヽＲ製Ｃ

般）暉
，
Ｎ′暉「Ｎ朧引′煙くヽヽ日ヽ

【報ＲＣ

肛品匈攣期Ｃ雇量謬Ⅸ位郁″コ肛椰】

中申
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ヽめ　絲Ｋ雪佃　中Ｐ，颯製　畑朧繁講製朧

（―撻廿２８）冊哺艘朧紅ぶ榊に輝Ｋロ
野椰埋製

（Ｄ姜）

［念稀倅回］

（⊃秦）

「彼語習米コ

（野椰製枷ｐ朧響後“綱ｅ‘冊輔）

製騨

。製⊃朧赳掏測劇ヾ‘）⊃埋駅）００せ―ヽヽ‰・ヽ

日ヽへ′′／２Кヾ‘）黙拘肛≪′）Ｄ駆せ稲くＣ照脚゛＝ヽＣ穏く期朴即く回

く憮誕″くぐ退′（沢駅）Ｄ測ヽ凶副
く日禦Ｓ弓期朴く赳購測Ｒ′製Ⅸ）悩期朴

くЦ購ＲＲ）籠く撰翠′（眼さ″黒淀）稲く軽―′壼ヽ幽Ｃ撫朴くＣζ薦朴く。

。製⊃朧選掏測司Ю３）城的肛

ぐ）「ヽ―てく―長ＳＫ鵬蝋憔期朴穏く期朴即く回く瓢誕′く０翠　″（沢駅螺

幽副ぐ禦ｓ“ｄ朴く楓せ民Ｒ′報駅）悩Ｊ朴く出せＲＲ）椰鵬駅憔期朴籠く艘

翠′暉陣畔憔期朴籠く堅―¨椰陣蝶憔期朴Ｃ測句係代ヽ出つく
拘堅せＪ蔭Ⅸ・

。製Ｄ朧選掏句同Ю‘）く拘報駅後迷代ヽ

出Ｃ緊邸′せＣ製Ю城く誉Ⅸや期朴Ｃ賦瓢■К。●■）黙拘埋駅終縣穏ヽ幽）

■ＯⅧせヽ月′黙拘製縣篠巡択さ幽せｇせ嗽）ミい０せ
―ヽヽＫ・ヽｍヽ、′′′

２Ｘ。つ‘）Ｄ捜継掏（―ヽヽＫ・ヽｍヽ、″２ヽ）本択さ幽Ｃ
くいヽ日体・

［愈雑倅回］

。製０縦姜煙）ＣｐЮ卜洲悩せ続蝋Ｃ測くいヽ日体型）
てト

′Ｄ製製。製Ｄ朧選）菓瓢ぐ郎椰掏測周Ю■）く£に後般罪３用さ
状′Ｄ朧響

）巡旧Щ部にゼ榊選肛懺女田曽い掏匈月Ю総終鰹駅）■０せ誌朴暮ヤ琉朴尊・
０製

⊃朧選掏測周Ю■）く拘Ｋ匿せ期朴′Щ書郷´ｓ総）城ＤＣ製′せ中£ぐ⊃

丑つ卜駆せ■緊ｓ騒Ｃ鳶朴暮′雑朴暮煙́）■０せ総蝋Ｃ匈くヽヽ日ヽＣコ・

。製Ｄ総選掏測月ヾ■）城ミにくヽ幽期朴＝く曜）０させ

城や´ｓ総）£拘Ｋ肛ζくく朴ｓ“２椰鵬畔礁期絣絣く躍′ヽ

―てく―く′ｓ

提）縫゛£捜）０「せ琉絣Ｈ′´）■Ｏせ城くさⅨＣｄ朴く躍Ｃｒミく朴・

。製Ｄ朧母枷測Ｊ●■）くくに後ヽ幽榊朴く

や「ポ理』和はヽ「熙鋼製眠∝掛Ｃべ魏̈製限胸駒雌側に嚇外ヽ咄絡】憾踊』一
景
撃

∽

皿野郷長

。匈劇
，
３）城くな出掏期

朴）‘で調せ市択匡′０桑′Ｄ歴≪゛

（―ヽヽ■・ヽｍヽへ′′／２К）市状ミく

誉出製Ｃ捜せ分製ヾ城くな出せくヽヽ

口ヽ掏期朴製０北掏楓駅姜剛ヽせ紅椰

〉↑爛星くい、キヽへ″量くいヽュ祇

【城く誉ⅨＣ期朴〉で熙

せ民や測―ヽハ‰・ヽ”ヽ、′′′２ヽ】

中申
寸．Ｎ



ミ一　絲Ｋ曹仰　中Ｐ・販Ｐ　綱朧繁翠製Ｎ

（―撻＃２Ｒ）料瑚投腱位縣榊仁輝Ｋロ
野椰埋理

（⊃姜）

［Ｑ乖位回］

R荘
⌒
倒
D
H(姜

（野椰収和ツ朧響後“烈ｅく絆湘）

製騨

Ｌ（縛滲ポ炒蜃漑』搬揚 α′腟黙臣Ｋ′側帥皿′―ヽヽや即爛緊迎
ヽ′側榊図′側駒巡′側経Ⅸ′側お。

［念稀倅回］

。製⊃

絶選掏匈月Ю■）く£に終懇理Ｃｒく同）緒旧Щおこゼ榊週楓使萩田要「。製

⊃朧響）ヽ１てくＩＫ掏測同
，
■）城拘Ｋ歴せＪ朴・Щ喜轟′城拘廻認後「側

轟糎削ヽ朴Ｊ朴稀朴Ｈ」）⊃測稀朴Ｈ′製榔。製⊃朧選）ヽ１
てくＩＫ掏匈劇

０■）く£Ｌ終ぐ黒いい′く拘Ｋ肛せ期朴・颯書椰′ｓ£篠「無眠極
」

′「経

黒θ）く姜期朴」）⊃匈朴К′）⊃測ぐ晏週つ卜煙留つせ馴鵬Ｃｄ絣′⊃

判興掏杯純朴製Ｃｄ朴′誉罫勲職閥Ｃｄ朴′）Ｄ駆せ邸枢剛朴６熱螺眠紅椰・

。製Ｄ舶選掏判月●■）城拘歴≪）⊃女せく朴期́朴′Щ書

郷）ヽ―てくＩＫ篠菓ｍＣａ城月。型Ｄ舶選′⊃謳駆枷菓瓢撫熙手、側讐懸′菓

瓢桜鵬楓懸′壼Ｃ経旧Щ部にゼ榊軍駆使鞍日要「）́３Ｃせ匈同●■）城拘晏

篠ぐ真ｓ麟Ｃζ駄選縣故姜郎ヽせ０製つ卜撫口・眠興・北業や選認Ｃａく周・

。製Ｄ朧選）菓駅せよＣ経旧

Щ部にゼ撫選楓使鞍圏錠「掏匈劇●■）く拘認薬ρ純姜髯ヽヽ卜は５響Ｉ́Ｒ一

鱚
耐¨』ｍに師¨¨¨“呻ｎい」¨ｍｍｍ「『嘴¨柳嗜¨』゛¨鉾
¨¨む¨¨摯

易
撃

∽

皿唇郷簑

０匈

月ヾ■）ＤＫ匿せ期趨隈ЪⅨ′嘔怪撻

Ｃ羅せ邸枢位轟′Щ椰Ю食駆せくいヽ

口祇掏ぐ熙ｓ麟Ｃや。測劇Ю■）０こ

掏ぐ黒いい姜陣Ｎせ０製Ю卜撚口・駅

躙・北業掏城や′Ｄ倅駄勲羅せ′無

認′認沢轡陣Ｎせ０製Ｃ邸枢駒朴Ｃ期

趨隈後Ⅸ螺ⅨＣ紅椰′壼駆薄紅轟計忙

や卜嶼腟築くいヽユ祇せ区くいヽ日ヽ

【Ｋ肛

測ミ暇Ｃ螺薫猥Ⅸ刹＝６ヽ駆米肛轟】

中申



ミゆ　朴К彗佃　中Ｐ・ぼＰ　畑榊遷翼債腱

（―悩＝２８）鮮瑚慨髄恒縣榊尋輝持回
罫椰埋理

（Ｄ秦）

［念雑撫回］

（ハ姜）

「急壼口Кコ

（椰椰製枷ｐ鵬習後佃製ｅぐ冊輔）

製騨

。製ハ腔選掏鋤周Ю‘）０怪刑掏逃

皿刑雨位椰・駆朴Ｃ）畑終颯ＯＪ卜趨′ｓ“せヽ旧ｄ丼・経旧Щ椰匈『―』■

回回ＣトミＲ駆朴Ю和）朧選掏楓掻冊Ｃ蠍Ш側雨位郷・脚朴』【Ｔ２２二　・

。製Ｄ朧選掏匈同●■）く£

ｔせ５涸ρ寧駐楓怪刑′ｓ総）城£にせ罫涸篠絡稲障′ｓ“せ冊『皿椰導駐Ｃ

目駆郎躙騰測目縣Ⅸ工ヽＨトロ祇朴Ｈく卜くヽほ肥』【下「８二　´『糾爛軍

駐Ｃ駅さ釈絆』【Υ「８二　′『榊却群〔」Ｃ駆郎継Ⅷ朴Ｈく卜Ｋヽほ肥』【∞

‐「８二　′「整回中肥）尽Ｃ鰤巾群〔」つくｅ後導駐蔭稲障』【Ｔ
，
８二　・

。製Ｄ朧選）冊『Ш

暉暉施燎さ来絆』【Υγ〓　´『尽晰椰縦ぐ却筆（」燕朴』【ｒｒ二掏句月●

£終ぐ粟起
，
卜朧理・郭軍、掏赳怪刑Ｃ皿蒸檬Ｑ卜女せ攣皿刑雨紅椰・帥絣や。

。製Ｄ龍選）『尽Ｃκくいヽ』【８ム占】掏測劇●■）

く拘ＫせＫくいヽ壼糾爛暉駐製́欄′単択運椎ЪⅨ雖皿刑雨匝′Ｄ趣誌）０弓

せ匈同つ卜Ｌ麟掏革糾Ｃｍ糞臨相壼赳怪側Ю卜萩せ祗Ш側雨紅郷・削朴０・

似昇

∩〓∽
∽

∽

皿岬郷黎

怪刑ｅ攣皿刑雨紅椰・脚訃ｏ冊瑚

。和御ρ製腔Ｃ）

■０せ週糾製ＤｕＳ終期簗爬）（口薄紅

郷計忙Ｃ型ヤ薫朴Ｃ運）くヽヽ日ヽＣ週

′壼せ暉駐Ц怪側Ｃ月。期同Ю■）⊃

舶理・郭￥、や匈月型Ｄ怪刑枷攣回刑雨

紅轟。融朴Ｃ）て卜）Ｌ、世卜Ｓ終期ト

趨畑０́ミＤ́運駐）糾Ⅷ運能測巡Ｒ

起駐Ｃ幡祀せ雛Ｋくいヽ伸楓怪刑Юト

女せ覺皿拙雨Ｃ皿蒸噸′煙くヽヽ巳祇

【怪拙Ｃ覺皿卿雨位椰・瓢＝】

中権
Ｈ　∞



ミ０　朴Ｋ雪側　中艘・瞑艘　細帥繁翼投朧

（―悩＃２３）畔瑚債朧概轟榊趣輝Ｋロ
唇椰堰理

。０■）つ
く
日涸せ耕Ⅷ′）Ｃ製和）朧選篠測

同０■）Ｄ最興´せ期朴掏利同製Ｄ円ヽ′ｓ絆）く拘円

いせ○）Ｄ測皿草ヽ面ヽ縦「帥駆継Ⅷ朴Ｈく卜Ｋヽは肥」

′ｓ“せ抑蔀聯脚悠製城拘ヨ撃せ（く）匝ヾ駅〓購民Ｒ・

【鯉選Ｃ榊悠Ю塙せ調暉Ｃ抑蔀群瀬悠】

。●総篠⑫凄い■匈い椰Ｄ）く拘怪側後６）駆

匝拙雨Щ椰・印朴´）０く）■、ｏ姿暉駐つトロせ馴準榊

起輝）「駆郎響調朴ＨくヽＫヽほ胴」′〉姜くＤＳＲ煙

絆蟹暉憶０「国準撫セ輝」つ卜懸睡せ含）￥、郡Ｒ翌・縫

最′ｓ堅Ю眠勲選択運鮎駆怪ＣκくいヽＣ「脚郎継調朴

Ｈく卜Ｋヽほ肥」′築い劇匈。Ю‘）ミ拘匈◎）守Ｒ煙

使女Ｃ皿礁Ｃ月´ｓ稔終「融駆謎Ⅷ朴Ｈく卜Ｋヽほ肥
」

せＯＩＣ回礁製Ｄ使鞍里６）駆皿側扁紅轟・融朴′０桑

Ｄ。●和）怪側）匈周つ卜さ駒掏皿薫い■匈「朴Ｈ麺迎

句田準榊と駆」壼念詭Ｋ′ヽＲ）Ｄ懺鞍せ６）祗皿側雨

紅絲・印朴通）Ｄ駆せ園進榊起輝６）ゼ、邸ミ翌・縄最。

「よ誰にココ

（ハ姜）

「よモ障回コ

（野椰製和）朧耀後“燿ｅで紺Ⅷ）

製騨
。製ハ朧選掏測同や３）戚拘姜篠総題Ю‘

）⊃朧理・郷軍、掏測月
，
■）⊃吐選掏檬ＫＣ↑）２６）で、邸Ｒ翌・縄最′０後姜

賦枷（『―「■恒回Ｃトミヘ脚朴Ю枷）朧選掏Ц怪刑Ｃ祗田側雨紅椰。融朴』

【７
，
日二）トミＲ駆朴）⊃女せＪ朴終選製′ｓ“２緒旧期朴測寵旧Щ郷・

。製Ｄ朧選掏匈月Ю■）ミ£に後簿￥、Ｃ燃怪刑′ｓ“せ計『（せ

鵬姜鵬ヽせ熙絆こ́■）２ヽ狡ＫＫヽキ■』【ΥΥＬ　′『尽哨椰縦ぐ却群

ａ薦朴』【甲γ二　′『晰滸網ぐ却群ａ薦朴』【ＴＴこ　′ヽＲ）⊃暉駐）０「

せ匈層つ卜Ｌ麟掏ヨ癖Ｃ皿誕鵬相壼圏掻躙や卜女里覺Щ判軍肛椰・刹＝●・

。製⊃朧母掏匈劇Ю■）城拘Ｋ歴せЩ郷篠檬く

製駅榊悠紅郷″ヽＲ）０姜匈翌Ｆ謳肛終Щ椰）せ―
く―小ｔ〓Ｃ馴細熊朴′篠

計晰椰網ぐ颯怖榊悠位椰凛朴【下下ニヤ『轟椰縦ぐЩ郎２蒸朴』【Υ下こ　・

。製Ｄ朧選

）『尽哨悴網ぐ部轟〔」應朴』【甲γＬ掏剰月Ю３）０姜せいヽつ莉）郷ゼ、掏

翌薄Ｃせ個ぐ熙週′）Ｄ純姜Ю城く掏Щ怖Ｃくくいヽユト′通せ扁駄賦靴
く・

。製⊃舶選）計『咲燿エーヽ

ヽヽＪ駅絆樫↓寓Ｒ』【Ｔ下〓　′『尽晰椰縦ぐ経勲Ｃ颯郷匈Ｊ朴』【Υ下ニ

′掏幻同Ю総築で黒週Ю卜煙饂掏馴鵬Ｃｄ朴ヤ桜鵬Ｃ“憚′通せ鯉堅駆雑
く・
０製

⊃腔選）計『尽哨椰縦縦“鳶朴』【Υ下二　′『体―ミ榊悠紅輛薦朴Ｈく卜Ｋ

ヽぼ肥』【７下Ｌ掏測月ヾ■）ＤＫ肛せЩ轟Ю雄せくヽヽ口体や像く沢Ⅸ・

。製Ｄ朧翌ｓ“２計『尽

哨椰縦縦ぐ薦朴』【？下二　´『尽哨椰縦ぐЩ椰榊悠紅椰回〓状攘購民Ｒ』【寸

寺占】´『尽晰椰縦ぐ颯部（」薫朴』【Ｔ下二　′『く卜Ｋヽヽ、１ヽ赳怪側

堅皿位絲』【甲下二　′『体―ミ榊悠位椰薦朴Ｈくヽくヽほ肥』【Ｔ下二　′掏

匈劇Ю３）⊃螺ⅨせＥ礎熙掏扁吠楓雑くつ卜Ｓｉ、掏儘理肛椰Ｃく心ヽ日ヽ・

景
撃

∽
∽

∽

皿唇郷簑
。匈劇Ю■）Ｄ朧

選・軽Ｌ、′゙測層Ю３）⊃鱒熙掏飾く

Ｃ翁）と貧）Ｌ、畷Ｒ避・総最掟０価せ邸

回側雨位椰。融朴終期卜趨鋼製⊃怪側

掏祗皿刑雨紅椰・印朴′煙くいヽ日ヽ

【郷軍、出刑

可Ｃｄヽ藝製ぺＱミＬ、ＳＲ温・潜熙】

榊騒位轟寺冊瑚

。測同瀬佃枷翌涎ヾ杓）郷

Ｌ、掏翌翠Ｃせ皿ぐ興週″０ミ′ハ煙饂

せ馴陣Ｃ期朴ヤ桜陣Ｃ“翠′通せで製

週Ｃ扁嗽楓琉ＫＣ月。匈劇Ю‘）ハＫ

歴せЩ郷ヾ£駆せくヽヽユЪ掏終く沢

訳Ｃ嫁′Ｏｔ′⊃製駅せ濫褒黒゛扁唯

楓稀くつ卜ヽ早、熱翻理位椰Ｃくかヽ日

ヽ）⊃豪せ∞′〓糾鶴′煙駆薄紅椰緋値

¨』鶉琳』いいヽ］い沖蔽いいいいヽ一
申巾



ミト　絆К雪仰　中Ｐ・瞑腰　畑朧緊翼似腱

（―留廿２Ｒ）料瑚製譴権鋒榊奪輝終回

=

唇椰埋理

（⊃姜）

［念琉忙回］

（ハ姜）

「よ請涸体コ

（野椰製和ｐ朧習後“錮ｅで絆瑚）

製騨

。製⊃絶選ｓ葛せ計『蝶鯉ムーヽヽＲ期釈絆Ц↓ＲＲ』【ヽ下二　′『尽晰

冊縦ぐ凝噸ＣЩ郷測Ｊ朴』【Ψ下こ　′『尽晰椰縦縦ぐ凛絣』【？下二　′『尽

哨椰縦ぐЩ郎榊悠紅轟回Ｈ鋏貿賠民Ｒ』【下下〓　′『昼晰椰縦條Щ椰ｏ』薫

朴』【Ｔ下〓　´『く卜κヽヽ、１ヽ赳掻側蠍匝紅椰』【γ下二　′『祇
―ミ榊

悠紅轟草朴Ｈく卜くヽは翻』【７下Ｌ　′゙測同Ю■）Ｄ掘理せよ駅″゙北゛

隆熙出い卜脚粽せ３運拳ヽ翻理紅檬）３０熙せ畔業Ｃ郷■、肛椰築くいヽユ体・

易
挙

∽

皿野郷簑

。測ＪЮ‘

）０こ掏総理やトロせヽや´゙北掏ぐ

熙週つ卜榊悠せ選運翠掏価理紅轟）■

ＯＮせ咲業Ｃ郷軍、紅椰煙́くいヽ日ヽ

【帥怒８県塾】

中申



」ABEE認定プログラム修了生の名簿管理と修了証明書類の発行について

2022年 3月 改定

一般社団法人日本技術者教育認定機構

名簿管理

」ABEEによる教育プログラムの認定は、国際的な協定に基づきJABEEが定めた認定基準

により審査を行い、履修生に世界に通用する技術者として活動するために必要な知識や能

力を修得させているプログラムであることを認定して、教育の質保証を行 うものです。こ

のため、JABEE認定プログラムの修了生には下記の優遇措置が取られており、修了生とそ

れ以外の人を明確に区別することが求められています。

したがって、」ABEE認定プログラムを運営する高等教育機関におかれましては、履修生

に対するプログラム修了要件の厳正な適用と「SREE認定プログラム修了生名簿」の厳正

な管理をお願いします。

」ABEE認定プログラムを修了した者は、技術士法第 31条の 2第 2項および第 32条第
2項により、技術士を受験する際の第一次試験が免除されます。また、希望者は技術士補

として登録することができます。技術士補登録と技術士第二次試験の際には、文部科学省

のウェブサイ トで公表されている教育課程の一覧表に、修了したプログラムの名称が掲載

されていることと、高等教育機関が発行する「JABEE認定プログラム修了証明書Jの提出

が求められます。このためにも、在学中のJABEE認定プログラムヘの履修登録が明確にな

つていることが必要となります。

修了証明書類の発行

修了生が就職や技術士補登録あるいは技術士第二次試験の受験を申し込む際など、

「JABEE認定プログラム修了証明書」等が必要な場合には、「」ABEE認定プログラム修了
生名簿」に従つて証明書類を発行して下さい。

JABEE認定プログラム修了生に対して高等教育機関が発行する証明書類には、JABEE

ウェブサイ トで公表している教育機関名および認定プログラム名が明記されていることが

重要です。完全に一致していることが求められ、略称は認められません。これらの名称は

JABEEが認めた正式名称であり、文部科学省が公表している教育課程の一覧表にも掲載さ

れていますので、十分ご確認をお願いします。

JABEE認定プログラム修了生とするための条件
「JABEE認定プログラム修了生」とは、認定プログラムの定める規則に従って認定プロ

グラムヘの履修登録が行われ、認定有効期間内にそのプログラムを修了した者です。ここ

で、認定プログラムの履修登録ができる学生とは、認定有効期間の開始年度より3年前の

年度以降に入学した学生です。それより前に入学した学生は履修登録ができません (注 )。



ただし、履修登録した学生であっても、認定有効期間終了後に卒業・修了した場合は、ゝヽ EE
認定プログラム修了生とすることはできません。

なお、JABEE認定プログラムに履修登録された学生が規定の就学年限を超える学修 。研
究を経てそのプログラムを卒業・修了して 1)、 卒業・修了年度が認定有効期間内であれば

」ABEE認定プログラム修了生として認められます。

(注)この条件により」ABEE認定プログラムの履修登録がされない学生が、留年等により
学修期間を延長した結果、認定有効期間中に卒業・修了した場合でも、通常はJABEE
認定プログラム修了生とはなりません。

以 上
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認定プログラム責任者ならびに教職員の皆様

一般社団法人日本技術者教育認定機構

認定プログラム修了生
への技術士に関す る説明 と資料配布 のお願

い

ご高承の通り、」ABEE認定プログラム修了生は、技術士試験の第
一次試験合格者と同等の

「修習技術者Jと なりますが、実際に技術士を目指す修了生は
まだ多いとは言えません。

修了生の皆様に技術士についての理解を深め
ていただくことは、卒業後の研鑽のモチ

ベーシ

ョンを高め、これからのキャリア形成に寄与すると
ともに、国際的に、また今後は国内でも

重要度が高まりつつある技術士資格の取得に結
びつきます。

つきましては、修了証の授与にあたり、修了生
の皆様に次の事項をご説明の上、

「技術士ヘ

の道」を配布していただければ幸甚に存じます。

(1)JABEE認定プログラム修了生は技術士資格第一次試験
が免除され、試験合格者と同

様の「修習技術者」となる。

(2)ただし、「修習技術者」として日本技術士会から情報
や支援を得るためには、個々の

修了生が連絡先を登録する必要がある。

(3)「修習技術者」としての連絡先
の登録及び国家資格である

「技術士補」の登録につい

ては「技術士への道Jを参照願いたい。

「技術士への道」は JABEEウ ェブサイ トの下記
のページに掲載しておりますので、必要に

応じてダウンロー ドしてご使用願
います。

Home>」ABEE認定とは>技術士
への道

https://iabee.Org/about Jabee/gttutsuShi

また、日本技術士会は〃SEE認 定プログラ
ムからのご依頼があれば、

「技術士及び技術士

制度に関わる説明会」の開催
や開催支援・協力を行つており

ますので、是非ご活用くださ

い 。

0技矩:繰珈 elピ113諄‰訛絶誘蝋fD
以上
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1.1 プログラム情報 

(1) 高等教育機関名およびその英語表記：宮崎大学 University of Miyazaki 

(2) プログラム名：電気システム工学科 

(3) Program Title：Electrical and Systems Engineering 

(4) 学位名：学士（工学） 

(5) 連絡先 

・JABEE 対応責任者氏名：横田 光広 

所属・職名：工学教育研究部・工学教育研究部長 

郵便番号：889-2192 

住所：宮崎市学園木花台西 1-1 

電話番号：0985-58-2869 

ファックス番号：0985-58-2869 

メールアドレス：t0b210u@cc.miyazaki-u.ac.jp 

・プログラム責任者氏名：迫田 達也 

所属・職名：工学教育研究部・教授 

郵便番号：889-2192 

住所：宮崎市学園木花台西 1-1 

電話番号：0985-58-7350 

ファックス番号：0985-58-7350 

メールアドレス：sakoda@cc.miyazaki-u.ac.jp 
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1.2 プログラム概要（プログラムの概要を２ページ程度で簡潔に記載する） 

※ 参考 Web URL：を記載するだけでよく，内容を転記する必要はありません。 

 

1. プログラムの沿革（これまでの学科／専攻・コース改組の経緯など） 

宮崎大学工学部は，2012 年度の改組改編により，工学基礎教育センター，環境・エネルギー工

学研究センター，国際教育センターの新設や学科構成の見直しを行い，環境応用化学科，社会

環境システム工学科，環境ロボティクス学科，機械設計システム工学科，電子物理工学科，電気シ

ステム工学科，情報システム工学科の 7 学科および 3 センターの連携協力による教育・研究分野

の高度化，学際化，総合化を推し進め，21 世紀の地球環境と共生できる科学技術の創造と，それ

を担う人間性豊かな人材の育成を目指している。ただし，旧プログラムで行ってきた優れた教育シ

ステムを継承するとともに，少人数教育の充実を図るために，旧電気電子工学科での入学者定員

88 名を電気システム工学科では 49 名に減員している。なお，本プログラムは，電気システム工学

科の入学者全員を対象としている。 

学科の教育分野は，電気システム基礎，電子回路・情報通信システム，電気エネルギーシステ

ムの 3 つに大別される。電気システム工学技術者として社会で通用する基礎知識と応用能力を備

えた専門技術者の育成を目指して，学生の専門的能力を各個人に応じて高め，様々な社会の要

請に応える即戦力・実践重視の教育に取り組んでいる。なお，学生の受け入れは，工学部の全学

科で入学者選抜の一般入試における前期日程・後期日程ともに第 2 志望学科を選択できるように

なっており，例え第 1 志望の学科が不合格となった場合でも第 2 志望の学科で合格となる場合が

ある。 

 

2. 修了生の進路と育成する技術者像との関係 

本プログラムでは，現代社会において必要不可欠な電気電子関連技術の広範囲な教育研

究分野を包含するとともに，それらの分野が密接に関連し合う電気システム基礎，電子回

路・情報通信システムと電気エネルギーシステムに関する教育研究を通じて応用能力を有する

創造性豊かな人材を育成する。加えて，多種多様な考えを持った学生の専門的能力を各個人

に応じて高め，様々な社会の要請に応える即戦力・実践重視の教育を行っている。この理念

の下，プログラム修了生の内，毎年約 50％弱が大学院へ進学し，残りの修了生が電気電子

関連企業を中心に就職している。大学院進学者の大部分は本学の大学院に，数名が他大学の

大学院に入学することがある。年度末での就職確定率は毎年ほぼ 100％である。 

3. 学習・教育到達目標の特徴や水準に該当する説明 

学習・教育到達目標の特徴及び水準は前回までの受審において一定以上の水準であるこ

とが確認されている。学科の教育は，電気システム基礎，電子回路・情報通信システム，電

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/
http://www.cs.miyazaki-u.ac.jp/new2012/
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気エネルギーシステムの 3 つの分野を中心に据え，電気システム工学技術者として社会で

通用する基礎知識と応用能力を備えた専門技術者の育成を目指して，学生の専門的能力を

各個人に応じて高め，様々な社会の要請に応える即戦力・実践重視の教育に取り組んでいる。 

 

4. 関連する他の教育プログラム（関連学科／専攻）との関係に該当する説明 

本プログラムに関連する教育プログラムはない。なお，数学，物理，化学の工学基礎教育

について，工学部全教員がその専門性を考慮しながら分担している。  

 

5. カリキュラム上の特色に該当する説明 

少人数教育の充実を図りながら，学科の教育の特徴である，電気システム基礎分野，電子

回路・情報通信システム，電気エネルギーシステムの 3 つの分野をカバーしている。また，

本プログラムに基づくカリキュラムでは，電磁気学，電気回路を電気電子工学における主要

な基礎科目として位置づけ，週 2 時間の講義に続けて 2 時間の演習を配置している。さら

に，1 つの講義に対し，予習復習を含め十分な時間をもって受講させるため，1 学期間に受

講できる科目の単位数を 25 単位に制限している。これにより，学生が単位取得だけを目的

に受講するのではなく，受講科目を確実に理解することが可能となる。 

 

6. その他の特色に該当する説明 

■1 年次における「大学教育入門セミナー」，「大学教育専門セミナー」，2 年次における「電

気システム工学基礎演習」，3 年次における「電気システム工学課題演習 I」，「電気シス

テム工学課題演習Ⅱ」，「電気システム工学プロジェクト実験 I」，「電気システム工学プロ

ジェクト実験Ⅱ」，4 年次における「卒業研究」では少人数教育を実施し，きめ細かな教

育および指導を行うとともに，学生と教員の間の関係を密接にしている。  

 

■各学年に担任及び副担任を配し，入学時から卒業まで，学業を中心とした諸相談に対応し

ている。特に 4 年次では進学指導と就職指導および斡旋を行っている。  

 

1.3 最近の教育改善活動の状況 

※ 教育機関の Web ページ等での説明を利用できる場合は，その URL を記載するだけでよ

く，内容を転記する必要はありません。 

※ 学生の学習・教育到達目標の達成状況に関する評価結果に基づき，また社会の変化に対

応して，教育活動の基準１－３に則した点検をどのように実施しているかを簡潔に説明

してください。さらに，その点検結果に基づいて，改善が必要と判断した事項があった
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場合はその改善事項に対する対応について記してください。また，点検結果に基づいて，

現在の教育活動に問題がなく改善の必要がないと判断している場合は，その根拠を簡潔

に説明してください。 

※ 最近の教育改善活動の状況について，PR したい点も含めて簡潔に説明してください。ま

た，これまでに JABEE による認定審査を受けている場合は，過去の審査での指摘事項に

対して取られた教育改善などについても言及してください。 

※ 当該プログラムの教育に関して，教育改善のための研究活動や，それに関する論文発表

や対外発表などがあれば，それについて具体的に記載してください。また，当該プログ

ラムの教育活動に関連して開催したシンポジウムや，他の教育機関などからの講演依頼

等もあれば記載してください。 

 

本プログラムでは，学生と教員が，一体となって本プログラムに真剣に取り組んでいる。

学生にあっては，授業評価アンケートと Web クラスの学習カルテ・履修システムを利用し

た学習目標達成度評価により，自分の学習状況と受講のあり方の反省と振り返りに取り組

み，教員にあっては学期，科目毎に教育改善のための「FD 報告書」を作成している。加え

て，教育改善に対する組織が整備されている。総合的に本プログラムの改善に取り組むこと

を目的とした教育点検システムと，各教員が担当する講義科目の改善を目的とした教育点

検システムが存在している。前者は学科内の「教育改善委員会」，「FD 委員会」及び「学科

会議」が PDCA サイクルのそれぞれの役割を担い，プログラム全体の改善に取り組んでい

る。後者は「FD 報告会」を通した点検システムである。「FD 報告会」はプログラム外の委

員を招き，客観的な点検・評価する事を目的とし，半期に 1 回実施している。具体的には，

授業改善アンケートの集計結果及び「FD 報告会」での議論，これに加えて「教育改善委員

会」の主導で開催される「学生と教員の懇談会」での収集意見を参考にした上で，「教育改

善委員会」が講義の実施方法の改善案の骨子を「学科会議」で示し，学科の構成員で議論し

て改善策を実行する。また，本プログラムの教育活動，留年生を出さない対応，就職対応等

について，工学部で開催している「草の根ＦＤ活動報告会」（令和 3 年 3 月 30 日 16:00-17:30）

で本プログラム構成員が講演している。 

 

 

1.4 新型コロナウィルス感染症の影響により採られた教育内容の記載 

※ 新型コロナウィルス感染症の影響により，オンライン等に変更されて実施された教育方

法や教育内容に関しては，教育機関全体としての対応方針（特に，実験，実習はどうい

う方法を採用したか等）を簡潔に記載してください。個々の科目の対応については記載

不要です 
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令和 2 年度の講義は，原則，遠隔授業となった。しかしながら，電気回路や電磁気学等の

低学年開講科目においては 4 回に 1 回程度の割合でソーシャルディスタンスを確保できる

ような講義室において対面で授業を行うとともに，演習科目については極力対面授業を行

った。ただし，令和 2 年 10 月 1 日からの 2 週間，及び令和 3 年 1 月 4 日からの 2 週間は大

学の指示で対面授業が禁止されたため，演習も遠隔での対応となった。 

2 年生に開講している電気システム工学基礎実験と電気システム工学応用実験は，オリエ

ンテーションや実験座学のみ遠隔授業としたが，実験及びレポート指導は対面禁止期間で

は行わず延期し，実験室を 2 箇所から 4 箇所に，レポート指導用講義室を 1 室から 2 室に

増やし，コロナ感染を防ぐ形で実施した。 

 

1.5 自己点検結果編の総括文 

※ 自己点検結果編を総括し，認定基準に対するプログラム全般の状況について簡単に説明

してください。認定基準に対する適合度が特に高い項目や，今後さらに強化が必要な項

目など，認定審査を行う際にポイントとなる事項についても言及してください。 

 

本プログラムでは，自立した技術者の育成を目的として学習教育到達目標(a)-(h)の内容を

具体化したプログラム独自の学習・教育目標を設定し学内外に公開するとともに，プログラ

ムの選抜方針（アドミッションポリシー）を設定し，公開している。同アドミッションポリ

シーに沿う形で具体的に入学者選抜法が設定・公開され，これに基づいて選抜試験が実施さ

れている。また，本プログラムの学習・教育目標を達成するための能力を持った十分な数の

教員と支援体制を構築すると共に，プログラムの学習・教育目標を達成するのに必要な教室，

実験室，演習室，図書室，情報関連設備，自習・休憩設備および食堂等の環境も整備されて

いる。 

入学した学生に対しては，学務規則において 4 年間の修業年限を規定し，工学部キャン

パスガイド（学生便覧）において卒業に必要な単位数を 128 単位と規定し，同規則において

卒業生の学位を学士と規定している。また，各科目と学習・教育目標との対応関係を明確に

示すと共に学習・教育目標を十分達成できるカリキュラムを設計し，開示している。さらに，

適切な内容のシラバスが作成され，その中でも学習・教育目標との対応が記されている。な

お，評価方法と評価基準についてもシラバスに示し，各科目の目標に対する達成度を評価し

ている。 

学生への支援体制として，①学年担任・副担任制， ②附属図書館， ③国際教育センター

及び宮崎大学英語学習支援システム(同システムの運用は 2020 年 10 月 30 日まで)， ④学

生なんでも相談室， ⑤学科学生支援委員会，⑥情報基盤センター，の 6 項目が存在する。
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これらは学生並びに教職員に開示され，活動実績もあり支援体制としての機能を果たして

いる。学生自身による到達度の確認は，① 評価物の確認，②成績不振者に対する担任・副

担任の指導，③学生自身による学習・ 教育目標達成度の点検の 3 つで行い，継続的に点検

させる仕組みを取っている。ただし，③の学生自身による学習・教育目標達成度の点検は，

学生が十分にシラバスの内容を把握した上で行われるべきであるが，各科目の学習・教育目

標は十分に理解しない状態で授業に臨んでいる学生がいる。これを改善するために，第 1 回

目の授業時のシラバス内容説明に加えて，中間テストの前後にも再度説明を行うなどの工

夫を進めている。 

本プログラムには，PDCA のサイクルを通して総合的に改善に取り組む教育点検システ

ムと各教員が担当する講義科目の改善に取り組む教育点検システムが存在し，それらは本

プログラム構成員に開示され，実際に活動されている。また，各種委員会による活動の内容

は教室会議において報告がなされる（教室会議の議事録は全教員に配布（配信））と共に，

学科のホームページにおいて構成員はいつでも確認可能である。さらに，定期的なアンケー

トの実施や学生と教員の懇談会等の取り組みを通し，社会の要求や学生の要望に応えるシ

ステムが存在している。また，プログラム外委員よる教育点検システム自体を点検できる構

成となっている。以上の，本プログラムの教育点検システムは認定基準の特に高い項目であ

ると考えている。 
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記入上の注意     

 

 白色の欄にのみ記入してください。着色のある欄には記入しないでください。  

 「自己判定結果」欄に，プログラム側の視点で自己判定結果を記入してください。 

 自己判定の指標は下記のとおりです。 

   ◎：認定基準の要求事項を高い水準で満たしている 

   ○：認定基準の要求事項を満たしており，適合の度合いを高めるための取り組みを行

っている 

   △：認定基準の要求事項を満たしているが，改善の余地がある   

  

 「基準への適合状況の説明」欄に，進行中の改善の取り組みがあれば，その内容も含めて

説明を簡潔に記入してください。    

 「前回受審時からの改善・変更」欄には，下記の説明を記入してください。なお，新規審

査の場合は記入不要です。 

   (1) 前回受審時の「Ｗ：弱点」に対する対応 

   (2) 前回受審時の「[Ｃ]：懸念」に対する対応 

   (3) その他の前回受審時からの改善，変更 

 

     

 「根拠資料」欄には，根拠となる資料の名称と整理番号又は Web ページの URL を記入

してください。 

 添付資料，実地審査閲覧資料には整理番号を付し，該当する資料の整理番号を「根拠資

料」欄に記入してください。 

 なお，整理番号は，添付資料と実地審査閲覧資料が区別できるよう付してください（例：

Txx と Jxx）。 

 この欄に記載した資料に対応させて，添付資料編の表５及び表６の一覧表を作成してく

ださい。 

 Webページで公開されているものについてはURLを記入してください。その場合でも，

負担にならない範囲で自己点検書の添付資料に含めてください。   

  

  



基準への適合状況の説明（進行中の改善の取り組みを含む）において，他プログラムの記載内容と同様の箇所は青字で記しています。 

番号 点検項目 

自己 

判定 

結果 

基準への適合状況の説明（進行中の改善の取り組みを含む） 前回受審時からの改善・変更 根拠資料 

1 学習・教育到達目標の設定と公開     

1.1 【自立した技術者像の設定と公開・周知】 

プログラムは，育成しようとする自立した技

術者像を公開し，プログラムに関わる教員及

び学生に周知していること。この技術者像は，

技術者に対する社会の要求や学生の要望に配

慮の上，プログラムの伝統，資源，及び修了

生の活躍が想定される分野等を考慮して定め

られていること。 

◎ 

まず，本プログラムの技術者像および学生の進路等に関して説明し，その後，それ

らの周知に関して説明する。 

 

本プログラムでは，「豊かな人間性」や「社会性・国際性」が身に付き，かつ安全

で安心な低炭素・高度情報化社会を実現する基幹技術として電気エネルギー工学や情

報・通信システム工学が果たす役割を理解し，それらが融合した新しい産業文化を創

出できる人材の育成を目標とした教育を行う。さらに，高い技術者倫理感を持って，

変動する多様な社会の要請に応え得る能力を持った電気システム工学分野の専門技

術者の育成を行うこととしている。育成したプログラム修了生の 40％～50%が大学

院へ進学するが，残りの修了生は電気電子関連の企業に就職している。その主な業種

は，電気・情報通信機器，電子部品・デバイス，輸送機器，電気・ガス事業であり，

これらの業種で活躍できることを念頭に置いている。また，本プログラム修了生及び

旧プログラム修了生等により後援会・同窓会組織を構築しており，年に１度，宮崎大

学，関東地区，中部地区，関西地区，北部九州地区で同窓会を開催し（令和 2, 3 年度

はコロナ感染防止の観点から中止），卒業生と意見交換すると共に企業のニーズを吸

い上げるようにしている。 

 

育成しようとする本プログラムの技術者像については，工学部キャンパスガイド及

びホームページで公開しており，学生，教員や非常勤講師も確認できる。さらに，学

生は，毎年の学期開始時（4 月）に実施している「オリエンテーション」の中で，教

育改善委員会作成資料を用いて学年担任が説明を行っている。なお，「オリエンテー

ション」は 1 年生から大学院修士課程 2 年生までの全ての学生を対象に実施してい

る。 

  

【技術者像の開示：W-1-1】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/JABEE.html 

【技術者像の開示：T-1-1】 

令和 2 年度キャンパスガイド(p171) 

 

【令和元年及び 2 年度修了生就職先：W-1-2】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学生指導関係資料（就職指導含む）」内 

日本語が文字化けする場合はブラウザの文字コードを

「Unicode（TF-8）」にご設定ください。 

 

【令和 2 年度修了生の就職先一覧：T-1-2】 

 

【2019 年度の同窓会開催案内：W-1-3】 

https://www.web-dousoukai.com/miyazaki-

eng/category/secretariat/page/2/ 

【2019 年度の同窓会開催案内：T-1-3】 

（同窓会ホームページで公開） 

 

【オリエンテーション開催案内：W-1-4】 

http://www.miyazaki-

u.ac.jp/tech/mediadata/pdf/notification_20210323b.pdf 

【オリエンテーション開催案内：T-1-4】 

   （工学部ホームページで公開） 

 

【JABEE オリエンテーション資料：W-1-5】 

学科オリエンテーション （平成２5 年度用） (miyazaki-

u.ac.jp) 

【JABEE オリエンテーション資料で公開：T-1-5】 

（学科ホームページで公開） 

 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/JABEE.html
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/2021JABEE_OR.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/2021JABEE_OR.pdf


1.2 【学習・教育到達目標の設定と公開・周知】 

プログラムは，プログラム修了生全員がプロ

グラム修了時に確実に身につけておくべき知

識・能力として学習・教育到達目標を定め，

公開し，かつ，プログラムに関わる教員及び

学生に周知していること。この学習・教育到

達目標は，自立した技術者像(認定基準 1.1)

への標（しるべ）となっており，下記の知

識・能力観点(a)～(i)を水準を含めて具体化

したものを含み，かつ，これら知識・能力観

点に関して個別基準に定める事項が考慮され

ていること。 

(a) 地球的視点から多面的に物事を考える

能力とその素養 

(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果，及び技術者の社会に対する貢献と

責任に関する理解 

(c) 数学，自然科学及び情報技術に関する

知識とそれらを応用する能力 

(d) 当該分野において必要とされる専門的

知識とそれらを応用する能力 

(e) 種々の科学，技術及び情報を活用して

社会の要求を解決するためのデザイン

能力 

(f) 論理的な記述力，口頭発表力，討議等

のコミュニケーション能力 

(g) 自主的，継続的に学習する能力 

(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を

進め，まとめる能力 

(i) チームで仕事をするための能力 
◎ 

本プログラムでは，自立した技術者の育成を目的として学習教育到達目標(a)-(i)の

内容を具体化したプログラム独自の学習・教育到達目標を設定し学内外に公開すると

ともに，プログラムの選抜方針（アドミッションポリシー）を設定し，公開している。

また，同アドミッションポリシーに沿う形で具体的に入学者選抜法が設定・公開され，

これに基づいて選抜試験が実施されている。なお，本プログラム独自の学習・教育到

達目標は以下のように設定されている。 

 

●学習・教育到達目標(A-1)は「広い視野から多面的に物事を考える能力を身につけ

る」，(E)では，「技術者に求められる倫理観を身につける」としており，専門分野に

かかわらず広い視野から多面的なものの見方ができる能力を習得できるようにして

いる。従って，(a)の内容が具体化できている。 

 

●学習・教育到達目標の(E)では，「技術者に求められる倫理観を身につける」として

おり，技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，及び技術者が社会に対して負っている

責任に関する理解能力を養うこととしているため，(b)の内容が具体化できている。 

 

●学習・教育到達目標の(A-2)では「技術者にとって必要となる数学を含めた自然科学

の知識を身につける」としており，主に数学，物理学，情報技術を中心とした自然科

学の 知識があり，かつ，応用できる能力を養うこととしているため，(c)の内容が具

体化できている。 

 

●学習・教育到達目標の(A-3)では「専門基礎として電磁気学，電気回路などの知識を

身につける」としている。また，(B)では「電気エネルギー及び情報通信分野に関する

専門技術と実践能力を身につける」としている。さらに，(C) でも専門知識とそれら

を応用する能力を養わせるようにしており，(d)の内容が具体化できている。 

 

●学習・教育到達目標(C-3)は「解決した問題点を総合的に考察できる能力を身につけ

る」としており，種々の科学，技術，情報を活用して社会の要求を解決する能力を習

得できるようにしている。従って，(e)の内容が具体化できている。 

 

●学習・教育到達目標(D-1), (D-2), (D-3), (D-4)では，実験レポートや卒業論文などに

おいて，日本語で論理的な記述ができる能力を身につけること，プレゼンテーション

の技術を習得すること，相手が話している内容を理解し，その要点をまとめる能力を

身につける，英語の文献や資料を読み，その内容を理解できる能力を身につけること

としており，(f)の内容を具体化している。 

 

●学習・教育到達目標の(F-1)及び(F-2)では，課題や問題に対して，自律的，継続的に

取り組むことが出来る能力を身につける，問題解決するための文献調査・収集・整理

する能力を身につけることとしており，自主的，継続的に学習する能力を目標とした

(g)の内容を具体化している。 

 

●学習・教育到達目標(C-2)では，自主的およびチ－ムで問題・課題を解決するための

手段を計画・実行し，実験やシミュレーション及びその過程における考察・議論を経

て，問題を解決する能力を身につける，(F-1), (F-2)では課題に対して文献調査・収集・

整理能力も含めて自律的，継続的に取り組むことが出来る能力を身につけることとし

ており，(h)の内容を具体化している。 

 

●学習・教育到達目標(C-2)では，自主的およびチ－ムで問題・課題を解決するための

手段を計画・実行し，実験やシミュレーション及びその過程における考察・議論を経

て，問題を解決する能力を身につけるとしており，チームで仕事をするための能力に

関する(i)を具体化している。 

 

本プログラムでは，各科目と学習・教育到達目標との対応関係を明確に示すと共に，

学習・教育到達目標を十分達成できるカリキュラムを設計し開示している。また，適

切な内容のシラバスを作成し，シラバス中にも学習・教育到達目標との対応を記して

いる。さらに，評価方法と評価基準についてもシラバスに示し，各科目の目標に対す

る達成度を評価している。なお，各科目のシラバスは初回講義時に担当教員が受講学

生に対して説明し，周知している。 

 

 

 

 

 

 

 

ディプロマポリシーと JABEE における学習教育到達目標を

統一するという工学部の方針に基づき，平成 29 年度(2017 年

度)のキャンパスガイド以降，記載の一部の表現を前回受審時

(平成 27 年度(2015 年度))のものと変更している。これは，学生

に対して，これまで以上に明確に且つ分かりやすく学習教育到

達目標を伝えるための変更であり，従前の学習教育到達目標と

主旨は全く変わっていない。 

 

【プログラム独自の学習・教育到達目標：W-1-6】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/JABEE.html 

【プログラム独自の学習・教育到達目標：T1-6】 

（学科ホームページで公開） 

 

【入学者選抜方法：W-1-7】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/department-

exam/ippan.html 

【入学者選抜方法：T-1-7】 

（学生募集要項の工学部の部分） 

 

【アドミッションポリシー：W-1-8】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/01-

3.R3_ippan_APkou.pdf 

【アドミッションポリシー：T-1-8】 

    （学生募集要項の工学部の部分） 

 

 

 

 

 

【カリキュラム及び科目の流れ図：W-1-9】 

http://www.miyazaki-

u.ac.jp/ese/data/JABEEkamokuVer5.pdf 

【カリキュラム及び科目の流れ図：T-1-9】 

   （学科ホームページで公開） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シラバス検索システム：W-1-10】 

https://webclass.eden.miyazaki-

u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-

u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c 

【シラバスの例：T-1-10】 

 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/JABEE.html
http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/department-exam/ippan.html
http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/department-exam/ippan.html
http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/01-3.R3_ippan_APkou.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/01-3.R3_ippan_APkou.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/JABEEkamokuVer5.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/JABEEkamokuVer5.pdf
https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c


 

上記の学習・教育到達目標に関する情報は学科ホームページ，工学部ロビーの学科

掲示板，工学部 E 棟の各階の掲示板でも確認できる。また，学年担任は，毎年学期開

始時（4 月）の「オリエンテーション」の中で，学科教育改善委員会作成資料を用い

て学習・教育到達目標に関する説明を学生に対して行っている。 

 

【JABEE オリエンテーション資料：W-1-5】 

学科オリエンテーション （平成２5 年度用） (miyazaki-

u.ac.jp) 

【JABEE オリエンテーション資料で公開：T-1-5】 

 

【プログラム独自の学習・教育到達目標：W-1-6】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/JABEE.html 

【プログラム独自の学習・教育到達目標：T-1-6】 

    （学科ホームページで公開） 

 

2 教育手段     

2.1 【カリキュラム・ポリシーに基づく教育課程，

科目の設計と開示】 

プログラムは，公開されている教育課程編成・

実施の方針(カリキュラム・ポリシー)に基づ

く教育課程(カリキュラム)において，各学習・

教育到達目標に関する達成度評価の方法及び

基準，ならびに，科目ごとの学習・教育到達

目標との対応，学習・教育内容，到達目標，

評価方法，及び評価基準，を定め，授業計画

書(シラバス)等によりプログラムに関わる教

員及び学生に開示していること。なお，教育

内容に関する必須事項を，必要に応じて個別

基準で定める。 

◎ 

各科目のシラバスにおいては，各学習・教育到達目標に関する達成度評価の方法及

び基準，ならびに，科目ごとの学習・教育到達目標との対応，学習・教育内容，到達

目標，評価方法，及び評価基準を定めている。 

 

カリキュラム，科目の流れ図及びシラバスは工学部キャンパスガイド，ホームペー

ジを通して教員および学生に対して開示されており，大学内外からアクセス可能であ

る。また，カリキュラムの時間割は，各学期初めにホームページで公開すると共に，

4 月に全員に配布される。 

 

  

【シラバス検索システム：W-1-10】 

https://webclass.eden.miyazaki-

u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-

u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c 

【シラバスの例：T-1-10】 

（webclass にて公開） 
 

【カリキュラム及び科目の流れ図：W-1-9】 

http://www.miyazaki-

u.ac.jp/ese/data/JABEEkamokuVer5.pdf 

【カリキュラム及び科目の流れ図：T-1-9】 

    （学科ホームページで公開） 

 

【時間割：W-2-1】 

https://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/student/schedule/ 

【時間割の例：W-2-1】 

    （工学部ホームページで公開） 

 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/2021JABEE_OR.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/2021JABEE_OR.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/JABEE.html
https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/JABEEkamokuVer5.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/JABEEkamokuVer5.pdf


2.2 【シラバスに基づく教育の実施と主体的な学

習の促進】 

プログラムは，シラバス等に基づいて教育を

実施し，カリキュラムを運営していること。

カリキュラムの運営にあたり，プログラムは，

履修生に対して学習・教育到達目標に対する

自身の達成度を継続的に点検・反映すること

を含む，主体的な学習を促す取り組みを実施

していること。 

◎ 

シラバスには，教育内容・方法については，「教育目的」，「教育到達目標」，「講

義計画」として示されている。達成目標については，教育到達目標の中で達成目標が

示されている。成績評価方法・評価基準に ついては，「成績の評価基準」として示さ

れ，プログラム内での位置付けについても記載されている。 

 

カリキュラムの時間割はホームページで閲覧できることに加えて，4 月のオリエン

テーションで配布される時間割に示されている。授業実施記録は各科目でとり，シラ

バスに沿って実践されているか，学科 FD 報告会，FD 報告書で確認できる。 

 

なお，以下の 4 つの方法で学生に自分自身の到達度を継続的に点検させ，その学習

に反映させている。全項目ともに十分満たされている。①評価物の確認(定期試験に加

えて，小テストや中間テストはプログラム履修生が確認できる。)，②成績不振者に対

する担任の随時の指導及び各学期末に担任・副担任が全プログラム履修生と面談を行

う，③全科目で実施する授業アンケートで学生自身による学習・教育到達目標達成度

の点検，④Webclass の学習カルテ・履修システム。 

 

主体的な学習を促す取り組みとして，シラバスでは“復習も含めて平均で１回の授

業につき３時間程度の学習時間が必要である。”と示し，プログラム履修生に予習・

復習を促している。各科目のシラバスは初回講義時に担当教員が受講学生に対して説

明し，周知している。さらに，各科目では期末試験の他に，課題や小テスト，中間試

験を行い，主体的な学習を促している。なお，学習・教育到達目標(F-2)は，”課題や

問題に対して，自律的，継続的に取り組むことが出来る能力を身につける”としてお

り，課題や問題に対して，自律的，継続的に取り組むことが出来る能力を身につけさ

せるようにしている。(F-2)を達成する科目は，「電気システム工学プロジェクト実験

Ⅱ」および「卒業研究」である。「電気システム工学プロジェクト実験Ⅱ」では，課

題をどのように設定し取り組んだかについてレポートにまとめさせて評価している。

「卒業研究」においては，自ら選択したテーマについて，課題をどのように設定し取

組み，どのような結果を導いたかについて卒業論文及び卒業論文発表会において指導

教員を含む３名の教員が個々に採点して総合的に評価するようにしている。このよう

な取り組みを通して，プログラム履修生に主体的な学習を促している。 

 【シラバス検索システム：W-1-10】 

https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webcla 

ss/ip_mods.php/addon/miyazaki-

u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c 

【シラバス例：T-1-10】 

（webclass にて公開） 
 

【時間割：W-2-1】 

https://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/student/schedule/ 

【時間割の例：W-2-1】 

（工学部ホームページで公開） 

 

【学科 FD 報告会議事録：W-2-2】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

日本語が文字化けする場合はブラウザの文字コードを

「Unicode（TF-8）」にご設定ください。 

【学科 FD 報告会議事録例：T-2-2】 

 

【FD 報告書：W-2-3】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

【FD 報告書の例：W-2-3】 

 

【担任との面談アナウンス：W-2-4】 

(学科 HP のお知らせ) 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/ 

【担任からの面談アナウンス例：T-2-4】 

       (webclass を介した学生への連絡) 

 

【授業アンケート：W-2-5】 

https://www.miyazaki-

u.ac.jp/tech/student/questionnaire/ 

【授業アンケートの例：T-2-5】 

（各科目の FD 報告書内で確認できる） 

 

【学習カルテ・履修システム：W-2-6】 

https://carte.eden.miyazaki-u.ac.jp/admins/Top 

【学習カルテ・履修システム：T-2-6】 

       (webclass から利用できる) 

 

【電気システム工学プロジェクト実験Ⅱ評価項目：W-2-7】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「講義資料」内 

【電気システム工学プロジェクト実験Ⅱ評価項目：T-2-7】 

 

 

【卒業研究評価項目：W-2-8】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「講義資料」内 

【卒業研究評価項目：T-2-8】 

 

 

https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/
https://carte.eden.miyazaki-u.ac.jp/admins/Top
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/


2.3 【教員団，教育支援体制の整備と教育の実施】 

プログラムは，上記 2.1 項，2.2 項で定めたカ

リキュラムに基づく教育を適切に実施するた

めの教員団及び教育支援体制を整備している

こと。この教育支援体制には，科目間の連携

を図ってカリキュラムに基づく教育を円滑に

実施する仕組み，及び，教員の教育に関する

活動を評価した上で質的向上を図る仕組みを

含むこと。加えて，プログラムは関係する教

員にその体制を開示していること。なお，教

員団及び教育支援体制に関する勘案事項を必

要に応じて個別基準で定める。 

◎ 

学科の教育は，電気システム基礎，電子回路・情報通信システム，電気エネルギー

システムの 3 つの分野を中心にすることとし，2020 年 3 月時点では，5 名の教授，3

名の准教授，2 名の助教により構成される。これら教員の他に，工学部教育研究支援

技術センターから，実験指導の補助等のために技術職員 2 名の支援を受けている。ま

た，講義，演習，実験のうち，補助の必要な科目に TA を配置して，教員の教育支援

にあてている。 

 

FD 活動は，学部および学科 FD 委員会が中心に実施している。また，工学部では，

「電磁気学」，「数学」,「技術者倫理と経営工学」，「工学英語」で教員間連絡ネッ

トワークを立ち上げ活動している。本プログラムでも学科 FD 委員会のもとに半期毎

に，FD 報告会を実施して意見交換している。加えて「工学部草の根 FD 活動」にも

取り組んでおり，学科の枠を超えた様々な FD 活動に関する報告会を通して教育の実

施方法等に関する意見交換を行っている。さらに，新任および昇任教員の授業参観も

行っている（それ以外の教員は既に実施済み）。プログラム構成員が，講義実施者の

授業の進む早さ，聞きとりやすさ，板書の分かり易さ，教科書や資料の分かり易さ等

を確認し，気付いた点を講義実施者に伝えている。また，他の教員の講義方法を確認

することで，自らの教育方法の向上も図ることができる。 

 

 【教員・研究室一覧：W-2-9】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/research.html 

【教員・研究室一覧：T-2-9】 

（学科ホームページで公開） 

 

【工学部教育研究支援技術センター：W-2-10】 

宮崎大学工学部技術センター (miyazaki-u.ac.jp) 

【工学部教育研究支援技術センター：T-2-10】 

（工学部ホームページで公開） 

 

【TA 配分表：W-2-11】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「講義資料」内 

【2020 年度 TA 配分表：T-2-11】 

 

【工学部 FD：W-2-12-1】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/cess/fd/index.html 

フォルダ「講義資料」内 

【工学部草の根 FD 活動：T-2-12-1】 

 

【教員間連絡ネットワーク：W-2-12-2】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科主催行事・懇談会」内 

【教員間連絡ネットワーク会議議事録例：T-2-12-2】 

 

【授業参観実施報告：W-2-12-3】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科主催行事・懇談会」内 

【授業参観実施報告：T-2-12-3】 

 

 

2.4 【アドミッション・ポリシーとそれに基づく

学生の受け入れ】 

プログラムは，カリキュラムに基づく教育に

必要な資質を持った学生をプログラムに受け

入れるために定めた受け入れ方針(アドミッ

ション・ポリシー)を公開し，かつ，同方針に

基づいて学生を受け入れていること。 
◎ 

プログラムの選抜方針（アドミッションポリシー）を設定している。アドミッショ

ンポリシーに沿う形で具体的に選抜方法が設定され，これに基づいて選抜試験が実施

されている。広い資質の学生を受け入れるために，複数の選抜方法が実施されている。 

 

受験生に渡される選抜方式ごとの学生募集要項：一般入試学生募集要項，推薦入試

学生募集要項（2020 年度入学生まで実施，2021 年度入学生より総合型選抜実施），

社会人，私費外国人留学生入試学生募集要およびホームページ上で公開されている。 

 

 本学科への入学者の選抜は，一般入試(前期, 後期），推薦入試（2020 年度入学生

まで実施，2021 年度入学生より総合型選抜として実施），社会人，私費外国人留学

生入試の以上 4 種類の入試に関して，公開されているアドミッションポリシーに沿っ

て実施している。 

 

 【アドミッションポリシー：W-1-8】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/01-

3.R3_ippan_APkou.pdf 

【アドミッションポリシー：T-1-8】 

    （学生募集要項の工学部の部分） 

 

【入学者選抜方法：W-1-7】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/department-

exam/ippan.html 

【入学者選抜方法：T-1-7】 

（学生募集要項の工学部の部分） 

 

 

 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/research.html
https://www.teng.miyazaki-u.ac.jp/summary/gyoumu/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
http://www.miyazaki-u.ac.jp/cess/fd/index.html
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/01-3.R3_ippan_APkou.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/01-3.R3_ippan_APkou.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/department-exam/ippan.html
http://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/department-exam/ippan.html


2.5 【教育環境及び学習支援環境の運用と開示】 

プログラム又はプログラムが所属する高等教

育機関は，教育の実施及び履修生の学習支援

のために必要な施設，設備，体制を保有し，

それを維持・運用・更新するために必要な取

り組みを行っていること。その取り組みをプ

ログラムに関わる教員，教育支援体制の構成

員，及び履修生に開示していること。 

◎ 

教室，実験室，演習室，図書室，情報基盤センター，自習室，休憩場所，食堂等い

ずれも学生定員に準じて整備されている。また，工学部として，施設，設備管理に関

する予算を毎年確保している。さらに，2022 年度以降に計画されている工学部大改

修に向けた準備が始まっている。 

 

学生への支援体制に関しては，以下の①～⑤の 6 項目が存在する。 これらは学生

並びに教職員に開示され，活動実績もあり，支援体制としての機能を果たしている。

この基準は十分満たされている。①学年担任・副担任制， ②附属図書館， ③国際教

育センター及び宮崎大学英語学習支援システム(同システムの運用は 2020 年 10月 30

日まで)， ④学生なんでも相談室， ⑤学科学生支援委員会，⑥情報基盤センター 

 【工学部講義室配置図：W-2-13】 

https://www.miyazaki-

u.ac.jp/tech/mediadata/pdf/room_map.pdf 

【工学部講義室配置図：T-2-13】 

（工学部ホームページで公開） 

 

【キャンパスマップ：W-2-14】 

https://www.miyazaki-u.ac.jp/access/kibana/ 

【キャンパスマップ：T-2-14】 

   （大学ホームページで公開） 

 

【学年担任・副担任：W-2-15】 

学生支援 of 電気システム工学科 (miyazaki-u.ac.jp) 

【学年担任・副担任：T-2-15】 

（学科ホームページで公開） 

 

【付属図書館：W-2-16】 

宮崎大学附属図書館 (miyazaki-u.ac.jp) 

【付属図書館：T-2-16】 

（大学ホームページで公開） 

 

【国際教育センター：W-2-17】 

国際教育センター - 宮崎大学 工学部・大学院工学研究

科 (miyazaki-u.ac.jp) 

【国際教育センター：T-2-17】 

（工学部ホームページで公開） 

 

【学生なんでも相談室：W-2-18】 

学生なんでも相談 (miyazaki-u.ac.jp) 

意見箱 Ｑ＆Ａ (miyazaki-u.ac.jp) 

【学生なんでも相談室：T-2-18】 

（大学ホームページで公開） 

 

【学科学生支援委員会及び 

学生の各種相談窓口：W-2-19-1】 

学生支援 of 電気システム工学科 (miyazaki-u.ac.jp) 

【学科学生支援委員会：T-2-19-1】 

（学科ホームページで公開） 

【学生の各種相談窓口：T-2-19-2】 

 

【情報基盤センター：W-2-20】 

宮崎大学情報基盤センター (miyazaki-u.ac.jp) 

【情報基盤センター：T-2-20】 

（大学ホームページで公開） 

 

【自習室：W-2-21】 

各学部自習室のお知らせ (miyazaki-u.ac.jp) 

【自習室：T-2-21】 

（大学ホームページで公開） 

 

【食堂：W-2-22】 

食堂 ： 宮崎大学生活協同組合 (seikyou.ne.jp) 

【食堂：T-2-22】 

（大学ホームページで公開） 

【工学部教授会資料（予算書）の例：W-2-23】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科運営→学科会議」内 

【工学部教授会資料（予算書）の例：T-2-23】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/students.html
https://opac.lib.miyazaki-u.ac.jp/?page_id=13
https://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/iec/index.html
https://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/iec/index.html
http://gakumu.of.miyazaki-u.ac.jp/gakumu/campuslifeinfo/campuslife/consulforstudent.html
http://gakumu.of.miyazaki-u.ac.jp/gakumu/campuslifeinfo/campuslife/campuslifeikenbakoqanda.html
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/students.html
https://www.cc.miyazaki-u.ac.jp/
http://gakumu.of.miyazaki-u.ac.jp/gakumu/educationalinfo/gakusyusitu.html
http://kyushu.seikyou.ne.jp/miya-coop/dinning/index.html
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/


3 学習・教育到達目標の達成     

3.1 【学習・教育到達目標の達成】 

プログラムは，各科目の到達目標に対する達

成度をシラバス等に記載の評価方法と評価基

準で評価し，かつ，全修了生が修了時点です

べての学習・教育到達目標を達成したことを

点検・確認していること。この達成度評価に

は，他のプログラム(他の学科や他の高等教育

機関)で履修生が修得した単位についての認

定も含む。 

◎ 

各学習・教育到達目標に対する達成度は主要科目の単位を修得することによって評

価し，同到達目標及び評価方法，また，評価基準はシラバスに示されており，定めら

れた評価方法及び評価基準に従ってプログラム履修生の評価を行っている。大学教育

入門セミナー，専門教育入門セミナー，電気システム工学基礎演習，電気システム工

学プロジェクト実験Ⅰ及びⅡ，電気システム工学課題演習 I 及び II，卒業研究におい

ては学習・教育到達目標を横断的に評価している。試験レベルおよび採点結果の妥当

性は，学科の教員および外部評価委員によって開催される FD 報告会が教育目標達

成度を発表し，相互にチェックすることで評価している。また，「卒業研究」は，主

指導教員による評価に加え，卒業論文そのものの評価と卒業論文発表会における発表

と質疑応答をとおした評価を複数の副指導教員により実施している。 

 

 次に，他のプログラム(他の学科や他の高等教育機関)で履修生が修得した単位につ

いての認定について説明する。規程上は，宮崎大学学務規則第 19 条と第 21 条にお

いて，他の高等教育機関等で取得した単位は教授会の議を経て，学部長が認定する。

本学学生が放送大学で単位を取得した場合は選択共通科目が，県内の高等教育機関で

単位を修得した場合は，選択教養科目が認定される。英語は，検定試験により単位が

認定される。 

 

また，学生が他の高等教育機関等で取得した単位に関して，その評価方法は単位認

定規程，共通教育委員会，工学部教授会の申し合わせで定めた基準があり，それに従

って実施されている。 

 

具体的な編入生の受け入れプロセスは，まず，当学科教務委員が編入前に修得した

単位のシラバスと該当する科目のシラバスを科目担当教員と共に確認したうえで，宮

崎大学学務規則第 22 条の宮崎大学既修単位認定規則により評価され，読み替え作業

を行う。共通科目の単位は教授会で承認された｢編入学生の共通科目および専門科目

既修得単位読み替えに関する申し合わせ｣により評価され，読み替えを行う。共通科

目の認定の上限は 38 単位であり，相当する科目は一括して認定する。 上記の方法に

従って，短大もしくは高専での既修得単位の認定が行われ，例えば，令和 2 年度は 2

名の編入学生の単位認定が行われた。 

 【シラバス検索システム：W-1-10】 

https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webcla 

ss/ip_mods.php/addon/miyazaki-

u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c 

【シラバス例：T-1-10】 

（webclass にて公開） 
 

【カリキュラム及び科目の流れ図：W-1-9】 

http://www.miyazaki-

u.ac.jp/ese/data/JABEEkamokuVer5.pdf 

【カリキュラム及び科目の流れ図：T-1-9】 

    （学科ホームページで公開） 

 

【学科 FD 報告会議事録：W-2-2】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

【学科 FD 報告会議事録例：T-2-2】 

 

【卒業研究評価項目：W-2-8】 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/cess/fd/index.html 

フォルダ「講義資料」内 

【卒業研究評価項目：T-2-8】 

 

【キャンパスガイド：W-3-1】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学生指導関係資料（就職指導含む）」内 

【キャンパスガイド（p.53-54 第 19, 21, 22 条）：T-3-1-1】 

【キャンパスガイド（p77, 既修得単位認定規程）：T-3-1-2】 

【キャンパスガイド(p. 118-119, 外国語科目の単位認定の取り 

扱い：T-3-1-3】 

 

【編入学単位読み替え資料：W-3-2】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学生指導関係資料（就職指導含む）」内 

【2021 年度編入学単位読み替え例：T-3-2】 

 

https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
https://webclass.eden.miyazaki-u.ac.jp/webclass/ip_mods.php/addon/miyazaki-u/plugin/syllabus/search?acs_=cc3a0d0c
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/JABEEkamokuVer5.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/JABEEkamokuVer5.pdf
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
http://www.miyazaki-u.ac.jp/cess/fd/index.html
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/


3.2 【知識・能力観点から見た修了生の到達度点

検】 

プログラムは，学習・教育到達目標を達成し

た全修了生が学習・教育到達目標に含めた知

識・能力観点(a)～(i)の内容を獲得しているこ

とを，点検・確認していること。 

◎ 

各科目の達成目標はシラバスに記されている。試験レベルおよび採点結果の妥当性

は，教員が FD 報告書の閲覧及び FD 報告会でお互いに教育目標達成度をチェックす

ることで点検・確認している。「卒業研究」に関しては，卒業論文そのものと卒業研

究発表会におけるプレゼンテーションを複数の教員で評価し，その結果を相互に点

検・確認している。 

 

各学習・教育到達目標に対する達成度は主要科目の単位を修得することによって評

価する。大学教育入門セミナー，専門教育入門セミナー，電気システム工学基礎演習，

電気システム工学プロジェクト実験Ⅰ及びⅡ，電気システム工学課題演習 I 及び II，

卒業研究においては学習・教育到達目標を横断的に評価しており，複数の教員による

実施体制で評価の客観性を高めるのと同時に互いに確認している。 

 

各年度のシラバス及び FD 報告書が示すように評価が行われている。さらに FD 報

告会により講義内容は教員間で互いに発表することで把握され，評価基準に従ってい

るか点検・確認されている。 

 

本プログラムでは，各学習・教育到達目標の必要単位を修得することで，目標の達

成を評価している。よって，修了生全員が学習・教育到達目標を達成していることが

分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【学科 FD 報告会議事録：W-2-2】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

【学科 FD 報告会議事録例：T-2-2】 

 

【FD 報告書：W-2-3】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

【FD 報告書の例：W-2-3】 

 

【キャンパスガイド (p174, 卒業に必要な要件)：W-3-3】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学生指導関係資料（就職指導含む）」内 

【キャンパスガイド (p174, 卒業に必要な要件)：T-3-3】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/


4 教育改善     

4.1 【内部質保証システムの構成・実施と開示】 

プログラム又はプログラムが所属する高等教

育機関は，基準 1～3 に則してプログラムの

教育活動を点検する内部質保証を組織的に実

施し，かつ，その実施内容をプログラムに関

わる教員に開示していること。この内部質保

証の仕組みには，社会の要求や学生の要望に

配慮し，かつ，仕組み自体の機能を点検でき

る機能を含むこと。 

◎ 

総合的に本プログラムの改善に取り組むことを目的とした教育点検システムと，各

教員が担当する講義科目の改善を目的とした教育点検システムが存在している。前者

は学科内の「FD 委員会」，「教育改善委員会」，及び「学科会議」が担い，後者は

「FD 報告会」を通した点検システムである。これらが，PDCA サイクルのそれぞれ

の役割を担いプログラム全体の改善に取り組んでいる。 

 

具体的には，「FD 報告会」を半期に１回実施して，プログラムに所属する教員に

は，年に 1 回以上の発表を課しており，プログラム外委員による客観的な点検・評価

を行っている。また，「FD 報告会」での議論や「授業評価アンケート」の集計結果，

これに加えて「教育改善委員会」の主導で開催される「学生と教員の懇談会」での収

集意見を参考にした上で，「教育改善委員会」が講義の実施方法の改善案の骨子を「学

科会議」で提案し，学科の構成員で議論して改善策を実行している。なお，「FD 報

告会」では，科目間での相互の連携と情報共有を図ることができる。さらに，プログ

ラム外委員を評価員として招いていることから，客観的な点検・評価が可能である。 

 

また，社会の要求に配慮するために，プログラム修了生に対して本プログラムに関

するアンケートを実施している。学生の要望に配慮するために，卒業生を対象に本プ

ログラムに関するアンケートを実施している。在学生の要望に関しては，「授業評価

アンケート」の自由記述欄や「学生と教員の懇談会」での収集意見などを通して取り

入れることができる。 

 

最後に，各種委員会による活動の内容は教室会議において報告がなされる（教室会

議の議事録は各教員に電子メールで配信）と共に，学科のホームページ上でいつでも

閲覧できる。 

 【電気システム工学科教育改善ループ：W-4-1】 

学科オリエンテーション （平成２5 年度用） 
(miyazaki-u.ac.jp) 
【JABEE オリエンテーション資料中教育改善ループ：T-4-1】 

（学科ホームページで公開） 

 

【教育目標達成度チェックシステム：W-4-2】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

【教育目標達成度チェックシステム：T-4-2】 

 

【学科 FD 委員会議事録：W-4-3】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科委員会・WG」内 

【学科 FD 委員会事録例：T-4-3】 

 

【学科 FD 報告会議事録：W-2-2】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

【学科 FD 報告会議事録例：T-2-2】 

 

【学科教育改善委員会議事録：W-4-4】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科委員会・WG」内 

【学科教育改善委員会議事録の例：W-4-4】 

 

【学科会議議事録：W-4-5】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科運営」内 

【学科会議議事録例：T-4-5】 

 

【授業アンケート：W-2-5】 

https://www.miyazaki-

u.ac.jp/tech/student/questionnaire/ 

【授業アンケートの例：T-2-5】 

     （各科目の FD 報告書内で確認できる） 

 

【学生と教員の懇談会議事録：W-4-6】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科主催行事・懇談会等」内 

【学生と教員の懇談会議事録例：T-4-6】 

 

【卒業生アンケート結果：W-4-7】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

【2020 年度卒業生アンケート結果：T-4-7】 

 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/2021JABEE_OR.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/2021JABEE_OR.pdf
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/


4.2 【継続的改善】 

プログラムは，教育点検の結果に基づいて教

育活動を継続的に改善する仕組みを持ち，そ

れに関する活動を行っていること。 

◎ 

総合的に本プログラムの改善に取り組むことを目的とした教育点検システムと，各

教員が担当する講義科目の改善を目的とした教育点検システムが存在している。前者

は学科内の「教育改善委員会」，「FD 委員会」及び「学科会議」が担い，後者は「FD

報告会」を通した点検システムである。これらが，PDCA サイクルのそれぞれの役割

を担いプログラム全体の改善に取り組んでいる。 

 

卒業生アンケートの結果だけでなく，「教育改善委員会」の主導で開催される「学

生と教員の懇談会」での収集意見や「FD 報告会」で把握した課題を参考にした上で，

「教育改善委員会」が講義の実施方法の改善案の骨子を「学科会議」で示し，学科の

構成員で議論して改善策を実行している。 

 

 【電気システム工学科教育改善ループ：W-4-1】 

学科オリエンテーション （平成２5 年度用） 
(miyazaki-u.ac.jp) 
【JABEE オリエンテーション資料中教育改善ループ：T-4-1】 

（学科ホームページで公開） 

 

【教育目標達成度チェックシステム：W-4-2】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

【教育目標達成度チェックシステム：T-4-2】 

 

【学科 FD 委員会議事録：W-4-3】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科委員会・WG」内 

【学科 FD 委員会事録例：T-4-3】 

 

【学科 FD 報告会議事録：W-2-2】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

【学科 FD 報告会議事録例：T-2-2】 

 

【学科教育改善委員会議事録：W-4-4】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科委員会・WG」内 

【学科教育改善委員会議事録の例：W-4-4】 

 

【学科会議議事録：W-4-5】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科運営」内 

【学科会議議事録例：T-4-5】 

 

【授業アンケート：W-2-5】 

https://www.miyazaki-

u.ac.jp/tech/student/questionnaire/ 

【授業アンケートの例：T-2-5】 

     （各科目の FD 報告書内で確認できる） 

 

【学生と教員の懇談会議事録：W-4-6】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科主催行事・懇談会等」内 

【学生と教員の懇談会議事録例：T-4-6】 

 

【卒業生アンケート結果：W-4-7】 

https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/ 

フォルダ「学科 FD」内 

【2020 年度卒業生アンケート結果：T-4-7】 

 

 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/2021JABEE_OR.pdf
http://www.miyazaki-u.ac.jp/ese/data/2021JABEE_OR.pdf
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
https://www.opt.miyazaki-u.ac.jp/2021jabee/
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